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1. はじめに  

過去の生物相に関する調査として、1735 年頃から編纂された諸国産物帳がある。これは、

丹羽正伯が全国所領に対し、農作物を含む一切の天産物を漏れなく書き上げるように指示を出

し調査したもので、今日の「緑の国勢調査」 (環境省 )に匹敵すべきものであると評価されてい

る。しかし、正伯が集めた資料は見つかっておらず、現存している情報は各領が控えとして保

管していたものである。水谷 (2010)は、既往研究を用いて生物分布情報の収集手法と分布図の

表現方法について検討を行なった。その中で分布図を、行政の施策に反映させる図として示す

のであれば、行政を単位とした分布の表現を効果的に用いる必要があることを示唆した。守山

ら (2016)は、産物書上帳記載の魚名の魚種及び分類群を推定し、栃木県内に残る江戸期の魚類

分布情報を整理した。また、栃木県内に産物書上帳が比較的多く残されていることがわかった。

既往研究より、産物書上帳の情報が栃木県内でも宇都宮市周辺にまとまって現存することがわ

かった。そこで、宇都宮市周辺で産物書上帳以降の生物相情報、環境情報を調べた。また、宇

都宮市周辺の産物書上帳の生物相情報は水生生物の情報が多い。その中でも魚類を研究対象と

して扱うこととした。なお、環境情報として地図や空中写真などの地理情報を用いる。  
2. 課題の整理と研究目的  

本研究の課題として、江戸期～1950 年代の生物情報を用いた市町村レベルでの分布表現を

設定した。しかしながら、過去の生物相情報は限られている。そこで、聞き取り調査により 1950
年代の魚類相情報を収集できるのではないかと考えた。聞き取り調査もモザイク状の情報にな

るが、同年代の地理情報を用い分布推定を行なうことで、宇都宮市域の分布推定図を作成でき

るのではないかと考えた。更に、より古い時代の魚類相を明らかにするため、作成した 1950
年代の分布推定図と産物書上帳の情報を比較することで、産物書上帳の記述が当時の生息魚類

の分布をどの程度正確に記述しているかを考察する。本研究では、以上の分布推定図の作成と

それを基にした産物書上帳の記述内容の確認という試みを通じ、過去の魚類相とその分布を明

らかにするための手法を考察する。  
3. 研究の方法  

本研究は、魚類相情報の聞き取

り調査、地理情報の選定、それぞ

れの情報の集計と関係式の導出、

分布の推定という流れになる。そ

の後、聞き取り調査の結果や分布

推定の結果、また産物書上帳の情

報との比較を考察する。①聞き取
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り調査 魚種名と分布の有無を調査する。調査対象者は多面的機能支払活動に取り組む組織の

魚類に詳しい方、各組織の 5 名程度ずつとする。調査は集合調査法 (自記式 )、対象組織は 28
組織、対象組織ごとに調査票を作成する。魚種名は、利根川・鬼怒川水系の魚種をリストアッ

プし、写真図鑑を作成、それを提示しながら確認を行なう。聞き取った情報は ArcMap(ESRI
社 )上の地図に 3 次メッシュを作成し集計する。1 つのメッシュ内に複数の組織がある場合は、

1 組織でも出現を確認すれば出現と扱う。②地理情報のデータ化 1/50000 旧版地形図 (1952 年 )
を ArcMap(ESRI 社 )に取り込む。水田、河川のシェープファイルを作成し、土地利用のデータ

化を行なう。水田はメッシュ毎に面積を、河川はメッシュ内の有無を集計する。③分布推定

魚類相情報と地理情報を用い、分布推定を行なう。魚類相情報を有無で表現することから、魚

類の生息予測モデルに関する研究 6)7)8)で一般的に用いられているロジスティック回帰分析を

用いる。説明変数は田んぼの面積、周辺 5 河川の有無、メッシュ毎の平均標高値を用いる。  
4. 結果考察  

聞き取り調査は、対象種のうち出現確認できなかった種を除き、フナ属、ヨシノボリ属、タ

ナゴ亜科は属、亜科まで分類し整理した。多項ロジスティック回帰分析を行なうことができた

魚種 20 種について、確認地点数、R2 値、P 値、正解率 (%)をまとめた。この中で、R2 値が 0.45
以上、P 値が 0.01 以下、各正解率が 60％以上の 7 種について分布推定を行なった。アユは、

姿川の上流域と田川～鬼怒川の中・下流域の聞き取りによる魚類相情報が不足していた。また、

メッシュ内の河川の有無を分析に用いたため、河川の影響を上手く分析に表現できていないこ

とが考えられる。ヤマメは、上流に生息する魚種で、分析結果を見ても標高値が影響したこと

がわかるが、聞き取り調査で姿川周辺ではヤマメを確認できなかった。幹線水路に生息してい

る魚種や水田周辺に生息している魚種は、聞き取り調査で確認できた水路や田んぼなどの集落

内の生息情報をより細かい規模で情報を集計し分析する必要があると考えられる。産物書上帳

の性質として、調査集落によって情報量や質の差が考えられる。貴重な情報だが、今回のよう

に他の情報を用いるなどの情報を補完し利用することが不可欠である。  
本研究により過去に生息していた魚類の分布調査、及び分布推定図作成について、その可能

性と今後の課題が明確になった。圃場整備を行なう以前の魚類相の記憶がある世代が今後更に

減っていくことは明白である。このような情報の蓄積は、農村生態系の今後を考えていく上で

も貴重な情報になりうるため、早急に行なうべき課題であると考えている。  

Fig.2 聞き取り調査結果 (ヤマメ ) Fig.3 分布推定図 (ヤマメ ) Fig.4 産物書上帳情報 (ヤマメ ) 
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